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ロームシアター京都セレクション

I 太陽劇団「金夢島 L’ÎLE D’OR」（仮題） 日程：11 月 6 日（土）、7 日（日）両日 14:00 予定
会場：メインホール

主催

創設 57 年目を迎えるフランスの太陽劇団は、歴史と政治を主題とした国際的評
価の高い傑作を生み出し続けている世界有数の伝説的劇団のひとつです。ヒエラ
ルキーを排した独特の劇団組織と方法論としての集団創作によって舞台芸術の創
造を原理から捉え直し、古今東西の伝統芸能を参照することで舞台表現を革新し
続けています。
太陽劇団の作品には、演出家であるアリアーヌ・ムヌーシュキンが若き日に心酔
したという日本の能や歌舞伎、文楽の影響が垣間見えます。本作「金夢島 L’ÎLE D’
OR」も、2019 年に京都賞を受賞して来日したムヌーシュキンが滞在中の交流や
リサーチを通して着想を得たもので、コロナ禍の中でも日本の能楽師や演劇関係
者とのワークショップが行われてきました。
「金夢島 L’ÎLE D’OR」の創作には、長年にわたって太陽劇団と劇作面で協働し
てきたエレーヌ・シクス―も参加し、2021 年春に予定されているパリの本拠地
劇場での初演に向けて準備が進められています。
20 年ぶりの日本公演、そして初めてとなる関西での公演にぜひご注目ください。

チケット情報
全席指定
S席 8,000 円、A席 6,000 円、B 席 5,000 円、ユース（25 歳以下）S席 5,000 円　［7 月 24 日（土）一般発売開始］

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
共同招聘：公益財団法人東京都歴史文化財団 東京芸術劇場
「フランス フェスティバル 2021-2022」公式プロジェクト 
後援：在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本     特別協賛：公益財団法人稲盛財団

太陽劇団　Théâtre du Soleil
1964 年にフランスで旗揚げされた太陽劇団は、パリ郊外の「カルトゥーシュリ」（弾薬庫跡）を拠点にス
ペクタクルな演劇作品を創作し、世界中で上演活動を行っている。ヒエラルキーを排した独特の劇団運営、
集団創作の方法論を持つことでも知られている。2001 年に初来日し、『堤防の上の鼓手』（新国立劇場）を
上演。文楽のエッセンスを大胆に取り入れた作品が大きな話題を呼んだ。

アリアーヌ・ムヌーシュキン　Ariane Mnouchkine
演出家。1939 年パリ生まれ。イギリスで心理学を学ぶ中、オールド・ヴィック座でシェイクスピア劇に
触れ演劇の道に入る。フランスに帰国後、ジャック・ルコック国際演劇学校に学び、ソルボンヌの古代
劇研究会に所属する。ギリシャ劇の上演に女性の活躍する場が無かったことから、1960 年に演劇集団
A.T.E.P.(Association Théâtrale des Étudiants de Paris) （パリ学生演劇協会）を結成。1962 年に
A.T.E.P. を解散し、日本やカンボジアを巡り現地の演劇表現を学ぶ。1964 年に A.T.E.P. のメンバーを中心
に太陽劇団を設立。以後半世紀以上に渡り、演出家として活躍。その功績が評価され、2019 年に京都賞（思
想・芸術部門）を受賞した。

演出：アリアーヌ・ムヌーシュキン

京都賞受賞アーティスト、アリアーヌ・ムヌーシュキン率いる
伝説の劇団「太陽劇団」（フランス）
20 年ぶり、2 度目の来日にして初の関西公演が実現！

■関連プログラム：アリアーヌ・ムヌーシュキンを招いてのトークイベント
日程：11 月 3日（水・祝）時間未定
会場：京都芸術劇場 春秋座（京都芸術大学内）
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市、京都芸術大学 舞台芸術研究センター

演劇

© Archives Théâtre du Soleil

© Pascal Gallepe
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ロームシアター京都セレクション

I ピチェ・クランチェン・ダンスカンパニー
  「No. 60」

チケット情報

タイ古典舞踊の技術をベースに新たな舞踊言語を開拓するピチェ・クランチェンによる、
59 のポーズと動きからなる型に続く、“No. 60” を見出す挑戦。

全席指定
一般 3,500 円、ユース（25 歳以下） 2,000 円、18 歳以下 1,000 円　［9 月 18 日（土）一般発売開始］

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
委嘱・共同製作：Esplanade – Theatres on the Bay（シンガポール）
共同製作：TPAM – 国際舞台芸術ミーティング in 横浜、台北舞台芸術センター
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）、独立行政法人日本芸術文化振興会

日程：12月 3日（金）19:00、4日（土）14:00
会場：サウスホール主催

『No. 60』は、タイの振付家・ダンサーのピチェ・クランチェンが 20 年に渡って行ってきた、タイの古典仮面舞踊劇「コー
ン」の振付言語に関する研究をまとめたものです。この作品でクランチェンは、仮面やきらびやかな衣装といった形式をコー
ンから引き剥がしつつ、タイ古典舞踊の型「テーパノン」が定め、タイの古典舞踊家なら誰もが習得する 59 のポーズと動
きを検証していきます。そして彼は 6 つの新しい原則を作り出し、手書きの図とメモからなる次世代のためのマニュアル
を提示します。
クランチェンは抽象化された形式的論理と、模倣にもとづく情緒的な性質というコーンの振付における二つの構成要素を
分解し、『No. 60』を通じて現代的な展開のための即興の可能性をも示します。古典の硬直性を解体するとともに、タイ
で受け継がれてきた感覚や精神を受け入れることで、伝統と革新は対立するものではなく、ひとつの循環の中に位置し、
その間に複雑な対話が存在することを明らかにし、この独裁の時代における個人の思考と機動力を後押しするのです。

演出・振付・出演：ピチェ・クランチェン
出演：コーンカーン・ルーンサワーン
CGアーティスト：Jaturakorn Pinpech
音楽／音響デザイン：Zai Tang
照明デザイン：Jui Hsuan Tseng

© Hideto Maezawa

ドラマトゥルク：Tang Fu Kuen
プロデューサー／カンパニー・マネージャー：Sojirat Singholka
プロダクション・マネージャー：Cindy Yeong

初演：TPAM（国際舞台芸術ミーティング in 横浜）2020

ピチェ・クランチェン　Pichet Klunchun
伝統の核心と智恵を保持しつつ、タイの古典舞踊の言語と現代的感覚をつなげる振付家／ダン
サー。国内では古典舞踊「コーン」を現代化する試みで悪名を高めつつ、北米、他のアジア諸国、ヨー
ロッパでは国際的舞台芸術フェスティバルに参加している。タイ古典舞踊の強力な地盤を持つ若
いダンサーを育て、純粋に芸術的なパフォーマンスを創り出すため、ピチェ・クランチェン・ダ
ンスカンパニーを設立。京都では、2010 年に KYOTO EXPERIMENT2010 で『About Khon』
を上演している。

Photo by Chanathip Keawsuk for 
DONT magazine

舞踊

■関連プログラム：ピチェ・クランチェンによるワークショップ
日程：12 月 5日（日）時間未定
会場：ロームシアター京都



-20-

舞踊コース演劇コース メディア表現コース（3点とも）© 金サジ（umiak）

Press Release
ラーニング

I 劇場の学校プロジェクト 主催

2019 年度からスタートしたロームシアター京都の「劇場の学校プロジェクト」。2 年間でのべ 122 名の中学生、高校生な
どが参加しました。3 年目は「演劇」「舞踊」「メディア表現」の 3 つのコースを設け、国内外の第一線で活躍するアーティ
スト等が講師を務めます。各分野の表現について、参加者自身が身体を動かし、考え、共に「創る」ことに取り組みます。
また、戯曲を書く、舞踊史を知るなど、コースに関連した多様なオープンクラスも実施します。表現活動において必要な
想像力、他者との対話、身体への意識が、これからの社会を生き抜く術でもあると考え、参加者とともに劇場での学びの
場をつくる試みです。

【講師】
演劇コース：岡田利規（演劇作家 / 小説家 / チェルフィッチュ主宰）
舞踊コース：木田真理子（ダンサー）
メディア表現コース：山城大督（美術家・映像作家）　ほか
コースを横断して参加できるレクチャーも実施します。

日程：７～ 8月、12 月

岡田利規　Toshiki Okada
演劇作家／小説家／チェルフィッチュ主宰
1973 年横浜生まれ、熊本在住。演劇作家、小説家、チェルフィッチュ主宰。活動は従来の演劇の概念を覆すと
みなされ国内外で注目される。『三月の 5 日間』で第 49 回岸田國士戯曲賞受賞。小説集『わたしたちに許され
た特別な時間の終わり』で第 2 回大江健三郎賞受賞。16 年よりミュンヘン・カンマーシュピーレのレパートリー
作品演出を 4シーズンにわたって務め、20年『The Vacuum Cleaner』がドイツの演劇祭Theatertreffenの “ 注
目すべき 10 作品 ” に選出。『プラータナー：憑依のポートレート』で第 27 回読売演劇大賞 選考委員特別賞受賞。
21 年戯曲集『未練の幽霊と怪物　挫波／敦賀』で第 72 回読売文学賞　戯曲・シナリオ賞受賞。© Kikuko Usuyama

木田真理子　Mariko Kida
ダンサー
ローザンヌ国際バレエコンクール受賞後、カナダ、スウェーデンでプロダンサーとして活動し、ブノワ賞（ロシア）、
レオニード・マシーン賞（イタリア）、文化庁長官表彰（国際芸術部門）など受賞。スウェーデン王立バレエ団で
の活動後、2016 年よりフリーランスに転身し、ピナ・バウシュ・ヴッパタール舞踊団に客演するなど各国で活躍。
現在、立命館大学大学院先端総合学術研究科でダンス研究に取り組んでいる。共著に『22 世紀の荒川修作＋マド
リン・ギンズ──天命反転する経験と身体』（フィルムアート社、2019 年）がある。

© Hironori Tsukue

山城大督　Daisuke Yamashiro
美術家・映像作家。映像の時間概念を空間やプロジェクトへ応用し、その場でしか体験できない〈時間〉を作品と
して展開する。インスタレーション作品《VIDERE DECK》で第 18 回文化庁メディア芸術祭審査委員会推薦作品
受賞。主な展覧会に森美術館「六本木クロッシング 2016 展：僕の身体、あなたの声」。子どもと共創するプロジェ
クト「子どもと大人と社会の現場《NENNE｜ねんね》」を2018年より始動。京都芸術大学専任講師。ロームシアター
京都では、プレイ！シアター 2018 にて、映像や音、光による上演型インスタレーション「風をたべる、光をのむ」
を発表。

企画製作：ロームシアター京都　　
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市

舞踊 学び演劇 美術・映像

 Photo: Nobutada OMOTE
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I 新国立劇場 高校生のためのオペラ鑑賞教室 2021
 「ドン・パスクワーレ」

チケット情報

「高校生のためのオペラ鑑賞教室」では、ロームシアター京都の開館以来、『フイガロの結婚』、『蝶々夫人』、『魔笛』と上
演を重ねてきました。今回は初めて、ドニゼッテイの代表作『ドン・パスクワーレ』を上演します。2019 年に新国立劇
場で新制作されたこの舞台は、オペラの楽しさの真髄を伝える作品として、オーソドックスながら繊細な表現や効果的な
展開に感性が光る演出で大評判となりました。大金持ちの老人ドン・パスクワーレが、甥エルネストの恋人ノリーナと医
師のマラテスタに一泡ふかされるドタバタ劇が、魅力的な音楽とともに繰り広げられます。

演目：ガエターノ・ドニゼッティ作曲
「ドン・パスクワーレ」 全 3幕 < イタリア語上演／字幕付 >

指揮：阪 哲朗
演出：ステファノ ･ヴィツィオーリ

管弦楽：京都市交響楽団
合唱：新国立劇場合唱団

ドン・パスクワーレ：久保田真澄
マラテスタ：森口賢二
エルネスト：中井亮一
ノリーナ：九嶋香奈枝　ほか

全席指定
高校生以下 2,200 円、一般 4,400 円
※高校生向けの公演です。残席がある場合に限り、一般にチケットを販売します。

主催：京都市、ロームシアター京都 ( 公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、新国立劇場
助成：公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション
協賛：ローム株式会社

2019 年新国立劇場公演より／撮影：寺司正彦

日程： 10 月 26 日（火）
                 27 日（水）　両日 13:00
会場：メインホール主催 音楽
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I リサーチプログラム

I ロームシアター京都×京都市ユースサービス協会連携事業
 未来のわたし - 劇場の仕事 -

ロームシアター京都では、プログラム策定のためのリサーチ、
舞台芸術に関わる研究・批評分野と実践の場をつなげる若手人
材の育成を目的に、2017 年度よりリサーチプログラムを実施し
ています。2020 年度は、6 名のリサーチャーが、重点テーマで
ある「現代における伝統芸能」「子どもと舞台芸術」、「舞台芸術
のアーカイヴ」、そして新たに設けられた自由テーマでリサーチ
に取り組みました。2021 年度に向けて、リサーチャーを募集し
ます。

ロームシアター京都と京都市ユースサービス協会の連携事業とし
て実施し、2021 年度で 5 年目となります。本事業は、15 ～ 30
歳の若者を対象に、ロームシアター京都を職業体験の場として活
用したもので、現役職員から制作基礎知識を学び、公演の観客誘
導や受付、創作現場の稽古場サポートを体験するなどして、劇場
の仕事に触れます。このプログラムを通して、参加者が、劇場や
舞台芸術の現場にとどまらず、自分のキャリアデザインを意識し
てもらうことを目的にしています。

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）、独立行政
法人日本芸術文化振興会

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、公益財団
法人京都市ユースサービス協会、京都市

日程：通年
※ 2022 年 3月に最終報告会を予定

日程：通年

主催 学び

主催 学び

2019 年度最終報告会の様子

I 小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクト XVIII
 子どものためのオペラ 
　ローム クラシック スペシャル

毎年恒例となった、京都府内の小学生を対象としたオペラ公演
です。本公演と同じ舞台で繰り広げられる、迫力あるオペラの
上演（一部抜粋）はもちろん、工夫を凝らした楽器紹介コーナー
も魅力。オペラ鑑賞が初めての子どもたちも、楽しく体験出来
る企画となっています。

音楽監督：小澤征爾
管弦楽：小澤征爾音楽塾オーケストラ

日程：2022 年 3月
会場：メインホール

主催

チケット情報

京都府内小学生招待公演

音楽

主催：小澤征爾音楽塾／ヴェローザ・ジャパン
　　　京都市、ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）
共催：公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション
協賛：ローム株式会社
企画・制作：ヴェローザ・ジャパン
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I プレイ！シアター in Summer 2021  ステージプログラム
  『快傑ゾロ』アルファ人形劇場 from チェコ共和国

日程：8 月 8 日（日）11:00、15:00
会場：ノースホール

主催

こどもたちの夏休みのために、人形劇王国チェコから、歴史ある人形劇団が来日！
2020 年に予定されていた公演を延期して開催します。現代チェコ人形劇最高の演出家であるトマーシュ・ドヴォジャーク監
督の最新作「快傑ゾロ」。世界的に著名なメキシコのゾロ伝説を、人形劇ならではのリズミカルなテンポとスピーディーな展
開で、ユーモアと風刺たっぷりに描いた作品です。 チェコの古典的なマリオネットを用い、マリアッチ（メキシコ民族音楽
楽団）形式の楽師による陽気な生演奏が物語を盛り上げ、迫力ある舞台美術が劇場空間をゾロの世界に導きます。
出演：アルファ人形劇場

チケット情報

全席自由　おとな 2,500 円、こども（18 才以下）1,000 円、おとな＋こどもペア 3,000 円　［6 月 19 日（土）一般発売開始（予定）］
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市   　
協力：プーク人形劇場　
助成：チェコ共和国文化省
特別協賛：ローム株式会社

あらすじ
快傑ゾロは、強きをくじき弱きを助ける、真の紳士。彼が現れた後には、Z の印が刻まれ、これが彼のトレードマークであった。ある日、美しい
娘イザベラは軍人から求愛される。さらにイザベラの母親は地主の放蕩息子との結婚を用意する。しかしイザベラは男気溢れる軍人や恥ずかしが
り屋の放蕩息子よりも、紳士的で強く優しいおたずね者の快傑ゾロに心惹かれている。そして紆余曲折の果てに明かされる快傑ゾロの正体は・・・。

アルファ人形劇場　Divadlo Alfa
世界遺産の町並みと芸術文化の魅力あふれるチェコ共和国は、人形劇が盛んな国としても知られています。なか
でもピルゼン市は、人形美術家ヨゼフ・スクパや映像作家イジー・トルンカを輩出した、チェコを代表する人形
劇の町です。そのピルゼン市を拠点とするアルファ人形劇場は、チェコの伝統的作品のみならず、プーシキンや
シェイクスピアなど他国の古典や新作にも取り組みながら、高い芸術性とエンターテインメント性で世界を魅了
する、チェコ最高峰の人形劇団です。

I プレイ！シアター in Summer 2021 
 ロームシアター京都×京都市文化会館 5 館連携事業 
 「シアターデビュー！」促進プログラム

日程：未定
会場：京都市東部文化会館、京都市呉
竹文化センター、京都市西文化会館ウ
エスティ、京都市北文化会館、京都市
右京ふれあい文化会館

主催

京都市内の文化会館と協働し、乳幼児向けの作品上演とそれを巡るトークを行います。地域のこどもたちが初めて劇場に足を
運ぶ＝ “シアターデビュー！ ”の機会をつくり、これを契機に地元コミュニティと劇場の結びつきを深めます。

主催：公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団（ロームシアター京都、京都市東部文化会館、京都市呉竹文化センター、
京都市西文化会館ウエスティ、京都市北文化会館、京都市右京ふれあい文化会館）、京都市

演劇

演劇
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I プレイ！シアター in Summer 2021
  オープンデイ

Press Release

主催

今年も開催！家族や友達と楽しめる、
ロームシアター京都の夏休み恒例イベント

チケット情報

無料、申込不要（予定）
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市
特別協賛：ローム株式会社

毎年恒例の大好評イベントを今年も開催します。“ 気軽に遊べる劇場 ” として、こどもから大人まで劇場を満喫できるも
りだくさんの 2 日間。ご家族、お友達を誘ってロームシアター京都におこしください！

垣内悠希　Yuki Kakiuchi
指揮者
1978年東京生まれ。6歳よりピアノを始め、14歳より指揮の勉強を始める。2011年ブザンソン国際指揮者コンクー
ル優勝。これまでに小澤征爾、佐藤功太郎、レオポルド・ハーガー、ヨルマ・パヌラ、ジャンルイジ・ジェルメッティ、
エルヴィン・アッツェル、イザーク・カラブチェフスキー、湯浅勇治の各氏に師事。2001 年東京藝術大学楽理科を、
2009 年ウィーン国立音楽大学指揮科を首席で卒業。次いで 2011 年同音大劇場音楽科特別課程を修了。2016 年よ
り 3年間札幌交響楽団指揮者を務めた。

I プレイ！シアター in Summer 2021 
 京都市交響楽団 0 歳からの夏休みコンサート
  京都市動物園コラボレーションスペシャル

日程：8 月 14 日（土）11:00、14:00
会場：メインホール

主催

劇場が動物園に変身 !?
今年は、ロームシアター京都と同じ、京都・岡崎エリアにある「京都市動物園」との
コラボレーションスペシャルです。動物にまつわる曲の演奏や、動物たちの映像など
を交えたコンサートを予定しています。どうぞお楽しみに。

チケット情報

全席指定
小学生以上 800 円、未就学児無料　［6 月 19 日（土）一般発売開始］
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市　協力：京都市動物園

指揮：垣内悠希
オーケストラ：京都市交響楽団　ほか

舞踊 音楽演劇 美術・映像

日程：8月 14 日（土）、15日（日）
会場：全館

撮影：山地憲太

Photo: Toshiaki Nakatani

Photo: Toshiaki Nakatani

撮影：山地憲太

Photo: Takuya Matsumi

音楽

© Jean Philippe Raibaud

撮影：山地憲太
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I ホリデー・パフォーマンス 日程：6月 27 日（日）、12月（予定）
会場：パークプラザ 3階共通ロビー など（予定）

主催

音楽を中心としたパフォーマンスを無料でお楽しみいただけるシリーズです。
ジャンルにとらわれない多様な音楽やパフォーマンスを紹介し、日常で気軽にアートに触れる機会を創出します。
今年は、「声／言葉」というテーマに沿ったアーティストが登場します。

チケット情報

無料、申込不要
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市

（3 点全て）Photo: Toshiaki Nakatani

音楽のイメージを超える “ 音楽 ” に出会える機会

Vol.8　6 月 27 日（日）　出演：低音デュオ
Vol.9　12 月（予定）　出演者未定

低音デュオ　　teionduo
松平敬（バリトン、声）、橋本晋哉（チューバ、セルパン）による異色デュオ。2006 年、湯浅譲二《天気予報所見》
のバリトン、チューバ版の初演を機に結成、以来 30 曲を超える委嘱、初演を行ってきた。また、中世、ル
ネサンスの二声曲も継続的に演奏、シュールでポップな「低音による二声曲」の世界を拡げている。コジマ
録音より 2 枚の CD、『ローテーション』、『双子素数』を発表。

音楽

I OKAZAKI PARK STAGE 2021 日程：10月 1日（金）ほか
会場：ローム・スクエア

主催

ロームシアター京都の中庭「ローム・スクエア」での特設ステージを舞台に、多彩なイベントや飲食が楽しめる空間
「OKAZAKI PARK STAGE」が現れます。

チケット情報

無料、予約不要
企画製作：ロームシアター京都
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市

Photo: Toshiaki NakataniPhoto: Toshiaki Nakatani

毎年恒例のステージが今年も登場！

音楽 美術・映像

撮影：山地憲太

©長澤直子
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I 地域の課題を考えるプラットフォーム
   「仕事と働くことを考える」

日程：7月～ 2022 年 1月（計 4回開催）
会場：パークプラザ 3階共通ロビー、ノースホール

主催

＜内容＞
・「仕事と働くことを考える」トークセッション（計 3回）
　3回ごとにテーマを設け、専門家や地域の中で活動する方々とのトークセッションを行います。
　　日程：7月～ 12 月
　　会場：3階共通ロビー

・「仕事と働くことを考える」報告会
　演出家・映像作家の村川拓也による小さな発表を行います。
　　日程：2022 年 1 月
　　会場：ノースホール

主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市

劇場を地域における思考と対話の場にする試み
トークとアーティストによる発表を通して仕事と働く
ことを考える

チケット情報

未定

村川拓也　Takuya Murakawa
演出家・映像作家。1982 年生まれ。京都市在住。ドキュメンタリーやフィールドワークの手法を用いた作品
を、映像・演劇・美術など様々な分野で発表し、国内外の芸術祭、劇場より招聘を受ける。1 人のキャスト
とその日の観客 1 人を舞台上に招き、介護する／されることを舞台上に再現する『ツァイトゲーバー』（2011）
は国内外で再演され、2014 年には HAU Hebbel am Ufer（ベルリン）の「Japan Syndrome Art and 
Politics after Fukushima」にて上演された。村川から事前に送られてきた手紙（指示書）に沿って舞台上
の出演者が行動する『エヴェレットゴーストラインズ』（2013）などの作品群は、虚構と現実の境界の狭間
で表現の方法論を問い直し、現実世界での生のリアリティとは何かを模索する。2016 年には東アジア文化交
流使（文化庁）として中国・上海／北京に滞在しワークショップを行う。近作、『インディペンデント リビ
ング』は KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2017 で初演し、テアターフォルメン（ブラウンシュ
バイク、2018）に招聘された。セゾン文化財団ジュニア・フェロー、京都芸術大学舞台芸術学科 非常勤講師。

学び

ロームシアター京都が 2017 年度から取り組んでいる「地域の課題
を考えるプラットフォーム」では、地域と劇場の双方向的なコミュ
ニケーションを目指し、さまざまな取り組みを行ってきました。
今年度は、地域社会の中で誰もが関係する「仕事」と「働くこと」
を取り上げ、劇場でのトークやディスカッションを通して、普段
の生活では気づかない視点や切り口を探ります。劇場が、地域に
住むさまざまな人にとっての思考と対話の場になることを目指す
試みです。

また、今年度の活動に伴走するアーティストとして、昨年度のこのプログラムの中で自身の舞台作品「Pamilya（パミリヤ）」
の映像上映を行った村川拓也が参加します。
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I 機関誌「ASSEMBLY（アセンブリー）」 発行メディア・発行時期検討中

ロームシアター京都自主事業として 2017 年度よ
り実施しているプログラム「リサーチプログラ
ム」、「「いま」を考えるトークシリーズ」」と連
携する機関誌です。「リサーチプログラム」に参
加するリサーチャーによる寄稿などを掲載して
います。2021 年度は発行形式を見直して実施す
る予定です。

I「いま」を考えるトークシリーズ  日程：年 4回開催
会場：オンライン、3階共通ロビー（予定）

［これまでの「いま」を考えるトークシリーズ］
Vol.1：定常型・高齢化社会の “ 創造的 ” 生き方を考える
<2017 年 12 月 16 日（土）開催 >
ゲスト：広井良典（京都大学こころの未来研究センター教授）、
菅原直樹（OiBokkeShi 主宰、俳優、介護福祉士）

Vol.2：多数決と民主主義～「わたしたちの意思」の表現とは　
<2018 年 2 月 2 日（金）開催 >
ゲスト：坂井豊貴（慶應義塾大学経済学部教授）、岡田利規（演
劇作家、小説家、チェルフィッチュ主宰）

Vol.3：セクシュアルマイノリティと社会をつなぐ、芸術表現の可能性
<2018 年 3 月 17 日（土）開催 >
ゲスト：山田創平（社会学者／京都精華大学全学研究機構社会連
携センター長・人文学部准教授）、森栄喜（写真家）

Vol.4：AI（人工知能）と音楽の未来
<2018 年 3 月 24 日（土）開催 >
ゲスト：三輪眞弘（作曲家、情報科学芸術大学院大学 IAMAS 教
授）、山崎雅史（ソフトウェア技術者）

Vol.5 「家族」という他者を見つめる
<2018 年 11 月 10 日（土）開催 >
ゲスト：ヤン ヨンヒ（映画監督）、井上麻矢（劇団こまつ座代表）

Vol.6 帝国のまなざし：「人間の展示」と博覧会
<2018 年 12 月 8 日（土）開催 >
ゲスト：小原真史（映像作家／キュレーター）、吉見俊哉（東京
大学大学院情報学環教授／東京大学出版会理事長）

Vol.7 あなたとわたしの菌未来　
<2019 年 3 月 9 日（土）開催 >
ゲスト：辨野義己（理化学研究所 辨野特別研究室 特別招聘研究
員）、鈴木康広（アーティスト）

チケット情報

無料、事前申込優先
主催：ロームシアター京都（公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団）、京都市

機関誌「ASSEMBLY」と連動したトークシリーズ。多様な角度から同時代の社会を知り、捉え直すためのトピックを挙げ、
それにまつわるゲストを招きます。複雑化し、混迷する現代を「いかに生きるべきか」。その手がかりを探り、ともに考え
ていきます。

Vol.8 障害と芸術の関係をめぐって　
<2019 年 3 月 30 日（土）開催 >　
ゲスト：長津結一郎（九州大学大学院芸術工学研究院助教）、村川
拓也（演出家）

Vol.9 観光と都市のモビリティそしてアート
< 2020 年 1 月 11 日（土）開催 >　
ゲスト：阿部大輔（龍谷大学政策学部教授）、塚原悠也（アーティ
スト、contact Gonzo、KYOTO EXPERIMENT共同ディレクター）

Vol.10 観光と定住のあいだ―誰のための “ 都市デザイン ” ？
<2020 年 1 月 19 日（日）開催 >　
ゲスト：五十嵐太郎（建築史家・建築批評家、東北大学大学院工
学研究科教授）、高山明（演出家）

Vol.11 舞台芸術のアーカイヴの現在―高等教育機関における実践
と課題
<2021 年 2 月 17 日（水）オンライン開催 >
登壇者：赤間 亮（立命館大学アート・リサーチセンター副センター
長）、後藤隆基（早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 助教）、砂山
太一（京都市立芸術大学 准教授 芸術資源研究センター）、森下隆（慶
應義塾大学アート・センター 土方巽アーカイヴ）
モデレーター：福島幸宏（東京大学 大学院情報学環 特任准教授）

Vol.12　芸術とお金　―ポスト・コロナの文化芸術支援
<2021 年 2 月 17 日（水）オンライン開催 >　
登壇者：石綿祐子（公益財団法人東京都歴史文化財団　アーツカ
ウンシル東京　企画室　オリンピック・パラリンピック文化戦略
担当課長）、杉浦幹男（アーツカウンシル新潟／みやざき　プログ
ラム・ディレクター）、杉崎栄介（アーツコミッション・ヨコハ
マ（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）プログラム・オフィ
サー）、野村政之（長野県県民文化部文化政策課文化振興コーディ
ネーター）
モデレーター：橋本裕介（ロームシアター京都プログラムディレクター）

VOL.01　PDF はこちら
VOL.02 [ 特集］集まりの現在　PDF はこちら
VOL.03 [ 特集 ] 子ども／子供／コドモを考える　PDF はこちら
VOL.04 [ 特集］古典のダイナミズム　PDF はこちら

VOL.05 [ 特集］観光と芸術　PDF はこちら
VOL.06 [ 特集］記憶／記録／アーカイブ
　　　　　　　（2021年 3月発行予定）
VOL.07 [ 特集］ 芸術とお金　（2021年 3月発行予定）

学び

https://rohmtheatrekyoto.jp/wp-content/uploads/0330_ASB01.pdf
https://rohmtheatrekyoto.jp/wp-content/uploads/ASSENBLY_vol2_web2.pdf
https://rohmtheatrekyoto.jp/wp-content/uploads/ASSEMBLY03_web.pdf
https://rohmtheatrekyoto.jp/wp-content/uploads/cb80a30d730486919b922fd4d7068300.pdf
https://rohmtheatrekyoto.jp/wp-content/uploads/02_2002_rohm_asmb-20601-1mock-lock.pdf
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ロームシアター京都では、市民に憩いの場を提供し、新しい “ 京都会館 ” ＝ロームシアター京都を象徴するプログラ
ムのひとつとして、日常的に「アセンブリープログラム」を開催しています。“ アセンブリー ” という名称には、京
都会館の英語表記「Kyoto Assembly Center」にある、「集会」や「会議」という開館時に込められた思いを引き
継ぎつつ、幅広い教養や知識を気軽に得られる大学等の課外授業のイメージを込めています。

アセンブリープログラムは、「ほんものとの出会い」を作り出す京都岡崎 蔦屋書店（カルチュア・コンビニエンス・
クラブ株式会社）と連携し、賑わいを生み出すために行うさまざまなイベントの総称です。ロームシアター京都が目
指す劇場文化を育むための入り口として、気軽に参加できるマルシェや読書会などのプログラム、一般参加型のワー
クショップなどのプログラム、ロームシアター京都自主事業と連動したプログラム、地域施設・団体と連携したプロ
グラムを展開しています。 

【過去開催したアセンブリープログラムの一例】
・マルシェ（京の手づくりマルシェ ほか）
・ワークショップ（カゴ編みワークショップ、しめ縄ワークショップ ほか）
・トークイベント
・展示企画
ほか

I アセンブリープログラム

コミュニティ
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音楽総合体験施設　ミュージックサロン
場所　　　パークプラザ 3 階

ミュージックサロンは、音楽とさまざまな形で触れあえる施設です。本格的な音響施設を備えた 120 インチスクリーン
でのオペラ等の鑑賞や、音楽家によるコンサート、専門家によるセミナーなど随時開催しています。

入場無料　※一部整理券が必要な場合あり

共同運営：公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団、公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション
共催：ローム株式会社

京都発「Made in KYOTO」の音楽芸術作品を、ライブストリーミングやアーカイブとして紹介する映像プラットフォーム
「Style KYOTO」をスタートさせます。ロームシアター京都や京都市交響楽団のコンテンツを配信するほか、芸術系大学や
団体と連携し、京都の今を感じるチャンネルに育てていきます。

企画・運営：公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団
運営パートナー：株式会社 12DO（CURTAIN CALL クラシック専門ストリーミングサービス）

「Made in KYOTO」音楽芸術コンテンツチャンネル
「Style KYOTO」始動！


